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長年オールドミニライフを楽しんできたWさんだったが、
ある事故を機にクルマに乗ることができなくなってしまった。
一度は手放すことも考えたことがあるものの、やはり大切な愛機。
生活のしやすいバリアフリーのフラットハウスを構想し、
そこにビルトインガレージを設けることで、
いつでもミニの存在を感じられるガレージハウスを実現した。

2No. 乗ることができなくなった愛機と暮らす、
バリアフリーフラットハウス。

愛知県W邸

1_近くにある有名な酒蔵の家が所有していた360坪の土地から120坪を譲ってもらう。カースペースにも余裕があ
り使いやすそうだ。2_エントランス及びガレージ部分は外から見えるが、プライベートスペースは見えないように塀
が設けられている。

1966年式のモーリス・ミニ。日英自動車が販
売した37号車だという。木のぬくもりを感じら
れるガレージが良く似合っている。
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これまで数え切れないほどのガレージ取材
を行ってきたうえで“ガレージの数だけ物語が
ある”と、当たり前のことではあるが、いつも
そう考えている。ただ今回伺ったWさんのガ
レージハウスは、他とは少々異なる心象を受
けた物件だった。それがなぜかを少し書かせ
ていただきたい。

W邸を紹介してもらった『岩橋建設』はこ
れまでも多くのガレージを手掛けてきており、
代表の岩橋氏自身もクルマ好きであることか
らも、ガレージライフに求められるものを良
く理解されている方だ。その岩橋さんからあ
らかじめ送られてきたW邸の写真を見た際
には、オールドミニが収まる素敵なフラット
ハウス（平屋）だという第一印象だったことを
覚えている。実際に目の前にしたW邸は
広々とした敷地に、使い勝手の良さそうなサ

イズで建てられたビルトインガレージを有す
るフラットハウスだったことは確かだった。し
かし、フラットハウスにしたのには理由が
あったのだ。
「10年程前のことですが、ある事故で足が
不自由になってしまいました。大切にしてきた
ミニにも乗ることができない上に、以前住んで
いた家ではガレージまで自由に行くこともでき
なかったので、一度はミニを手放そうかと考え
たこともあります」と車いすで出迎えてくれた施
主のWさんは話す。
以前は他県に住んでいたWさんだが、息子

さんが自身の家の近くに土地を探し出し、バリ
アフリーハウスを新たに建てることを決心。子
どもの頃からWさんの背中を見て育った息子
さんもクルマ好きであり、以前所有していたホ
ンダ・ライフ360の繋がりで、バリアフリー住

コンプレッサーが置かれる。簡単な整備は自分で行
うのがクラシックカーライフの基本。炭酸消火器も
用意されている。

9_車いすでも自由に行き来できるように、エントランスからガレージ、そして部屋までフロアはフラットにされている。10_ガレージ横に設けられたホビールームとは大きな間口
の引き戸で仕切られている。窓も大きく、いつでもミニの存在を感じられる。11_接道から住まいのフロアレベルまでの高低差は、ガレージまでのガイドロードを長めに設定
し、緩やかなスロープにすることで解消している。

3_ガレージの天井は壁面と同じくOSB合板が用いられている。照明にはダウンライトが採用された。4_ガレージの壁にはミニにまつわる大判ポスターを飾るなどし、雰囲気を
創り出している。5_マッチボックスカークラブ在籍のアニバーサリータイミングに、窯の職人が作ってくれるというオリジナルの瓦も宝物だ。6_エントランスロードにあしらわれ
たカバのスタンプは、制作を手掛けた岩橋建築のシンボルマークだ。7_ミニは軽量であるため問題は無いが、念のためドアレールを保護するプレートを使う。8_長年付き合っ
てきたミニのパーツがガレージのあちこちに飾られている。何年たってもミニに寄せる気持ちは変わらない。

外壁に使われているガルバリウム鋼板は、ミニ
に合わせグリーンカラーを選ぶ。住まいのほとん
どの扉は引き戸とされる。
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12_W邸のディテールは、どこか昭和モ
ダン建築的な雰囲気もありつつ、ミニ
似合うようなオールドイングランドテイ
ストも感じさせる。13_昔から収集してき
たというレコードを楽しんでいる隣の家
も離れていることもあり、大き目の音を
出しても問題ない。

Architecture Data

施主：Wさん
家族：ご夫婦
所在地：愛知県
竣工：2020年8月
敷地面積：約397㎡
ガレージ部面積：30㎡
構造：木造在来工法
外装仕上げ：ガルバリウム鋼板
内装仕上げ：OSB合板（ガレージ）
愛車：1966年式　モーリス　ミニ・クーパー
  1275S Mk1

Planning Data

Owner’s Check

 ここがお気に入り
ガレージと室内のフロアを揃えたことで、車いすで
もガレージに入れること。湿気からクルマを守るこ
とができるのもガレージの良さです。

 ちょっと失敗
今は大丈夫ですが、フローリングなのでオイルが
漏れると困りますね。

 これからの夢
自分の好きなようにガレージをアレンジしてゆきた
いです。

 読者へのアドバイス
自分の生活スタイルに合ったガレージにすると良いと
思います。

14_シンボルツリーにオリーブを用いているガーデンパート。息子さん家族も近所に住んでいることから、お孫さんも頻繁に訪れ遊
んでいる。15_玄関ももちろん段差がない。壁面にはアメリカンシダーのブロック材があしらわれているのが印象的だ。16_キッチン
とセカンドリビングで囲むようにテラスが設けられている。天気の良い日には外で食事なども楽しめる。17_リビングダイニングは天
井が高く設定されており、開放感がある。キッチンはご主人用、奥様用が設けられた。

宅造りに慣れた設計士と出会い相談し、プラ
ンニングが進められた。
ガレージに収められる愛機は、1966年式の

モーリス・ミニで、日英自動車で販売された
37号車とのこと。この個体自体は2005年に
購入したものだが、それ以前もWさんはミニ
を乗り継いできており、ミニのオーナーズクラ
ブとして知られるマッチボックスジャパンの古
くからのメンバーでもある。現在、Wさんのミ

ニはしばしば息子さんがハンドルを握り、調
子を見ているそうだ。
接道からエントランス、ガレージまで緩やか

なスロープで繋げられており、車いすのままで
も自由に移動することができる。さらにガレー
ジと室内のフロアも段差をなく設定すること
で、いつでも大切なミニに触れることができる
ようにしている。ガレージの壁面にはOSB合
板が採用されており、クラシックミニ特有の優

しい雰囲気と良くマッチしている。ガレージの
隣には昔から集めてきたレコードを楽しむため
のオーディオルームも用意された。
「この体になってからというもの、色 と々思う
ようにならないこともあるのですが、やはりガ
レージにミニを置き、いつでもそばに行って触
れることができるのは嬉しいことです」と話す
Wさん。愛するクルマと共に暮らす、バリアフ
リーガレージハウスでそれを実現したのだ。

株式会社 岩橋建築
愛知県半田市板山町13-154-1
Phone: 0569-27-7492
https://www.iwahashi-home.co.jp/

施工

Comment from a Builder

Wさんのお宅では、第2の人生をミニと近い距離感
で楽しく生活をしていただきたいと考えていました。
私も同じクラシックカー乗りとして、色々な面でW
さんと気持ちを共有し、少しでも寄り添えたかな！　
と思っています。ガレージだけではなく、家にも岩
橋建築の技術力が満載です！　規格住宅には実現
できない良さの詰まったお宅です！

岩橋和雄さん
株式会社 岩橋建築

ホビールームとガレージ、どちらも満足している
というWさん。バリアフリーにしながらも上手く
纏め上げられていることが分かる。

以前はミニでサーキット走行なども楽しんでいた
Wさん。息子さんもその背中を見ながら育った。
それはこれからも受け継がれてゆく。

現在は手放したものの、息子さんも3台の
ミニを乗り継いできた。ガレージに収まる
父のミニを定期的に走らせ調子を保ってい
る。
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